
 

 

日時：令和 2年 9月 11日（金）13:00～15:00 

場所：名古屋市公館 レセプションホール          

 

 

会 議 次 第 

 

 

1 開会 

 

 

2 あいさつ 

 

 

3 議事    

(1)本丸搦手馬出周辺石垣の修復について ＜資料 1＞ 

(2)本丸内堀発掘調査について ＜資料 2＞ 

 

 

4 ご相談    

現天守閣解体申請に対する文化庁からの指摘事項等への対応について ＜資料 3＞ 

 

 

5 閉会 

特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議 石垣・埋蔵文化財部会（第 37 回） 
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北垣 聰一郎 石川県金沢城調査研究所名誉所長 座長 

赤羽 一郎 
前名古屋市文化財調査委員会委員長・ 
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副座長 

宮武 正登 佐賀大学教授  

梶原 義実 名古屋大学大学院准教授  
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氏 名 所 属 

洲嵜 和宏 愛知県県民文化局文化部文化芸術課文化財室室長補佐 
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資
料
２
－
１

発
掘
調
査
内
容
一
覧

・
令
和
元
年
度
レ
ー
ダ
ー
探
査
業
務
で
強
い
反
応
を
示
し
た
範
囲
を
南
北
に
縦
断
す
る
よ
う
に
４
か
所
掘
削
し
、
地
下
遺
構
を
調
査
す
る
。

・
上
記
４
か
所
で
、
反
応
の
強
い
範
囲
と
石
垣
の
接
点
に
お
け
る
根
石
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
東
西
方
向
の
掘
削
を
行
う
。

幅
(
 
)

長
さ
(
 
)

面
積
(
㎡
)

東
西

1
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.
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.
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.
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1
0
.
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.
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1
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0

東
西

1
.
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4
.
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6
.
0

南
北

1
.
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1
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1
5
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0

東
西

1
.
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6
.
0

南
北

1
.
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1
0
.
0

1
5
.
0

4
か
所

8
4
.
0

※
注
記

・
掘
削
に
伴
う
発
生
土
は
、
調
査
区
の
脇
に
仮
置
き
し
て
、
シ
ー
ト
な
ど
で
養
生
を
行
う
。

・
調
査
終
了
後
は
遺
構
面
を
山
砂
で
保
護
し
た
後
に
埋
め
戻
す
。
な
お
、
埋
め
戻
し
材
は
掘
削
土
に
消
石
灰
を
重
量
比
２
％
添
加
し
た
も
の
を
使
用
す
る
。

・
石
垣
す
ぐ
そ
ば
に
つ
い
て
は
根
石
・
根
石
上
の
高
さ
ま
で
割
栗
石
を
組
み
叩
き
込
み
、
掘
削
土
に
消
石
灰
を
重
量
比
２
％
添
加
し
た
改
良
土
を
充
填
す
る
。

・
調
査
規
模
は
、
堆
積
土
及
び
盛
土
の
厚
み
や
土
の
締
ま
り
具
合
、
遺
構
等
の
状
況
に
よ
っ
て
、
縮
小
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

・
使
用
重
機
　
バ
ッ
ク
ホ
ウ
：
山
積
0
.
1
1
 
。

令
和
2
年
度
本
丸
内
堀
発
掘
調
査

調
査
目
的

掘
削
方
法

留
意
点

調
査
手
順

調
査
規
模

調
査
箇
所

石
垣

際
の

表
土

に
つ

い
て

は
石

垣
を

傷
つ

け
な

い
よ

う
、

人
力

で
掘

削
を
行
う
。

a
平

成
2
9
年

度
及

び
令

和
元

年
度

調
査

に
よ

り
判

明
し

て
い

る
基

本
層

序
を

考
慮

し
、

遺
構

面
を

傷
め

な
い

よ
う

に
慎

重
に

掘
削

作
業

を
行

な
う

。
近

世
の

盛
土

に
つ

い
て

は
掘
削
し
な
い
も
の
と
す
る
。

調
査
区
名

①
内

堀
堀

底
の

堆
積

状
況

を
確

認
す

る
。

特
に

令
和

元
年

度
に

実
施

し
た

レ
ー

ダ
ー

探
査

で
強

い
反

応
を

示
し

た
箇

所
に

つ
い

て
、

戦
後

の
攪

乱
の

状
況

、
遺

構
の

残
存

状
況
を
確
認
す
る
。

②
レ

ー
ダ

ー
探

査
の

強
い

反
応

の
部

分
と

石
垣

の
接

す
る

部
分

の
状

況
を

調
査

し
、

大
天

守
台

及
び

御
深

井
丸

石
垣

の
土

中
部

分
の

変
状

及
び

根
石

の
安

定
性

を
確

認
す

る
。

人
力

掘
削

を
基

本
と

す
る

。
た

だ
し

表
土

は
機

械
掘

削
と
す
る
。

表
土

は
小

型
重

機
に

て
掘

削
を

行
う

。
表

土
よ

り
下

層
は

人
力

に
て

検
出

面
ま

で
掘

削
す

る
。

平
面

図
及

び
土

層
断

面
図

を
作

成
し

、
写

真
撮

影
を
行
う
。

堀
底

部
（

南
北

方
向

ト
レ

ン
チ

）
は

、
地

下
遺

構
の

検
出

面
ま

で
の

掘
削

と
し

、
遺

構
埋

土
は

掘
削

し
な

い
。

石
垣

裾
部

（
東

西
方

向
ト

レ
ン

チ
）

に
つ

い
て

は
、

根
石

据
え

付
け

高
さ

(
根

石
上

部
）

ま
で

掘
り

下
げ

、
平

面
図

及
び

石
垣

立
面

図
、

土
層

断
面

図
を

作
成

し
、

写
真

撮
影

を
行
う
。

石
垣

面
に

つ
い

て
は

三
次

元
レ
ー
ザ
ー
測
量
を
行
う
。

Ｘ

大
天

守
台

石
垣

裾
部

及
び

内
堀

堀
底

御
深

井
丸

石
垣

裾
部

及
び

内
堀

堀
底

Ｗ Ｙ

御
深

井
丸

石
垣

裾
部

及
び

内
堀

堀
底

Ｚ

大
天

守
台

石
垣

裾
部

及
び

内
堀

堀
底
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名古屋城本丸内堀発掘調査　調査予定位置図






